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平
成
２５
年
１１
月
１９
日
（
火
）
か
ら
３
便
に
分
か
れ
、

１
泊
２
日
の
修
学
旅
行
が
行
わ
れ
た
。 

今
年
の
行
先
は
熊
本
。
１
日
目
は
、
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ

ト 

蓮
華
院
誕
生
寺
奥
之
院
か
ら
三
角
港
へ
。
天
草
五
橋

を
渡
り
、
松
島
観
光
ホ
テ
ル
岬
亭
に
宿
泊
。
夜
は
「
車

海
老
の
お
ど
り
」
や
「
板
前
さ
ん
解
体
実
演
に
よ
る
カ

ン
パ
チ
」
な
ど
、
海
の
幸
を
堪
能
し
、
各
コ
ー
ス
の
宴

会
芸
を
楽
し
ん
だ
。 

２
日
目
は
、
天
草
四
郎
メ
モ
リ
ア
ル
ホ
ー
ル
か
ら
熊

本
城
へ
。
水
前
寺
で
の
昼
食
は
、
こ
れ
ぞ
、
ザ
・
熊
本

メ
ニ
ュ 

メ
ニ
ュ
ー
「
馬
肉
し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ
」。
好
き
嫌
い
の
分
か

れ
る
と
こ
ろ
で
は
あ
る
が
、
編
集
委
員
は
た
い
へ
ん
お

い
し
く
い
た
だ
い
た
。 

 

三
角
港
で
は
レ
ト
ロ
な
洋
館
が
海
の
青
に
映
え
、
熊

本
城
で
は
空
と
城
郭
と
黄
葉
し
た
銀
杏
の
コ
ン
ト
ラ
ス

ト
が
と
て
も
美
し
か
っ
た
初
冬
の
修
学
旅
行
。 

熊
本
県
営
業
部
長
の
〝
く
ま
モ
ン
〟
と
も
（
お
土
産

品
と
し
て
）
各
地
で
巡
り
合
い
、
各
便
と
も
楽
し
か
っ

た
２
日
間
を
無
事
、
終
え
た
。 

 

 

蓮華院誕生寺 世界一の大梵鐘「飛龍の鐘」に祈りを捧ぐ 

撮影／中川紀文（地域ふれあい） 

そんな今回の修学旅行、全便合わせての参加率は

６９％であった。実施後のアンケートでも、「よかっ

た」という満足度が約７割を占め、まずまずの結果

と言える。アンケートでは、「行先は二の次、来年も

参加したい」という意見が多数、寄せられていた。 

一方で、コース別の参加率は最高が９０％、低い

ところでは２割に止まった。最終の第５回修学旅行

実行委員会（１２月１５日実施）でも、参加者数ア

ップやリーズナブルな価格が、今後の検討課題とし

て取り上げられた。日帰りにしてはどうか、スポー

ツ大会や大学祭を通してコースの雰囲気づくりをし

ておくべき、比較検討しやすいように行先を絞って

コンペをすべき、コンペに招致する業者の枠を広げ

ては、などの建設的な意見が交わされた。 

よかった 

68% 

ふつう 

25% 

悪かった 

2% 

無回答 

5% 

修学旅行に参加してみて… 

研修生へのアンケートでは、「近場でゆっくりした

い」との意見も複数、見られた。この旅行の目的が

「懇親」であることを思い起こさせる回答であった。 


